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脱落するタイヤは、左後軸が全体の90％強
タイヤ・ホイール・ハブボルトの点検を確実に行いましょう

アイスバーン 前方で事故発生
スリップして自分の車が、「ぶつからなければ」･･･⇨ 目撃者
スリップして自分の車が、「ぶつかれば」･････････⇨ 当事者

車間距離を十分にとることが大切です

アイスバーン スピードダウンと車間距離
急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう

忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな、転ぶぞ、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

《作業中、足を滑らせ、『転倒』に注意しましょう》

午後７時 横断歩道のない場所
横断していた高齢女性

乗用車にはねられ、意識不明の重体
◇夜間、早朝も道路を横断する歩行者がいます◇

◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇夜間は、歩行者が見えづらくなるので、「ハイビーム」を活用しましょう◇

２０２４／２／２（金） １０：０６
１日午後７時半ごろ、熊本県の市道で道路を歩いて渡っていた女性（７１）が直進してきた乗用車にはねられ、頭

などを強く打ち、病院に運ばれましたが意識不明の重体です。乗用車を運転していた４０代の女性にけがはないと
いうことです。現場は、片側１車線の直線道路で近くに横断歩道はありませんでした。警察は乗用車のドライブ
レコーダーを確認するとともに、目撃者に話を聞くなどして当時の状況を調べています。

深夜１時 信号や横断歩道のない場所
道路横断中の高齢男性
乗用車にはねられ死亡
街灯あるも、薄暗く

◇横断歩道のない場所・・・『渡って来るかもしれない』、『危険予測運転』◇
２０２４／２／２（金） １９：４６

２日午前１時過ぎ、長野県の県道で、横断していた歩行者の男性（８２）が乗用車にはねられ、病院に搬送されま
したが、約４時間後に出血性ショックで死亡が確認されました。近くに信号機や横断歩道はありませんでした。
警察によりますと、事故当時は街灯はありますが薄暗かったということです。

交差点 緊急走行中の救急車と乗用車が衝突
合わせて３人が病院に搬送

◇ラジオのボリュームは大きくありませんか？◇
◇緊急走行車両のサイレンが聞こえなかったのでは？◇

◇運転中の、携帯・スマホは厳禁です 緊急車両に気がつかず・・・事故の可能性◇
２０２４／２／２（金） １９：３９

２日午前１０時４０分過ぎ、富山県の国道の交差点で、緊急走行していた救急車が乗用車と衝突しました。この事
故で、乗用車を運転していた５０代男性と同乗していた７０代女性、それに救急車の後部座席に乗っていた３０代男性
救急隊員の合わせて３人が病院に搬送されました。３人はともに意識があり、軽傷だということです。救急車には
当時、患者は乗っていませんでした。警察が事故の原因を調べています。


